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する。従来、この中の  bhāva の語は「体」「もの」「実物」等の訳語が与えられていたが、
近年は「関係」と訳される場合が多い。これに対して  bhāva が「関係」という意味には取
れないことを安慧釈に基づいて論証する。安慧釈では  bhāva が svabhāva, ātman, rūpa と
言い換えられている。これは虚妄分別の有相と無相とに同時に言及する文脈に限定される。







































































題点を論じている。その際、dngos po med pa というチベット語を「無の有」と訳している
が、このチベット語訳が梵語の  abhāvasya bhāvaḥ に対応する表現であるとは考え難い。氏
が提示する二つ目の引用文の終わりの部分には  med pa’i dngos po という表現があり、こ
れは明らかに  abhāvasya bhāvaḥ すなわち「無の有」に対応する訳語であり、氏もそのよう
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bhāva の訳し方が問題になっている。その背景には、論理学文献では  sādhyasādhanabhāva を
「能証・所証関係」と訳すことがある。論理学文献の場合の「関係」は  sambandha で置き
換え可能なものであり、したがって「同一関係」と「因果関係」という事実に基づいた関
係が念頭に置かれている。こうした関係が成り立つ場合に正しい推理が可能になることは
よく知られている。しかし、grāhyagrāhakabhāva の場合、所取と能取の間には、論理学文
献で考えるような同一関係も因果関係もない。その意味で、grāhyagrāhakabhāva に「関係」
という訳語を導入する必然性がない。こうした観点からも考察していれば、氏の主張はよ
り明快で、堅固なものになったと思われる。  
以上、金俊佑氏の論文に見られる問題点を指摘したが、これらは氏のこれからの研究の
可能性を示唆するものであり、決して評価を下げるものではない。氏が文献の解釈に真摯
に取り組み、その過程を隠さず記したからこそ、問題が見えやすくなっているだけであり、
むしろ氏の研究姿勢の堅実さを示すものとして評価されるべきものと考える。よって、本
論文は博士（文学）の学位を授与するに相応しいと判断する。  
